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江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統 
天
蚕

桑
の
葉
を
与
え
室
内
で
飼
う
カ
イ
コ
を

「
家か
さ
ん蚕
」
と
呼
ぶ
の
に
対
し
て
、
屋
外
で

飼
育
す
る
絹
糸
昆
虫
を
「
野や
さ
ん蚕
」
と
言
い

ま
す
。
天
蚕
は
、
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
と
呼
ば
れ

る
野
蚕
の
仲
間
で
、
緑
色
の
繭
を
作
り
ま

す
。
天
蚕
の
繭
か
ら
採
れ
る
糸
は
、
独
特

の
光
沢
と
優
美
な
風
合
い
を
持
ち
、
そ
の

希
少
性
か
ら
「
繊
維
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
、
先
人
た
ち
は
北
ア
ル
プ
ス

の
麓
の
広
大
な
ク
ヌ
ギ
林
で
見
つ
け
た
緑

色
の
繭
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
野
蚕
の

飼
育
を
始
め
、
試
行
錯
誤
の
末
に
糸
が
採

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
天
蚕
の
産
業

が
根
付
き
ま
し
た
。
安
曇
野
は
、
天
蚕
発

祥
の
地
な
の
で
す
。

新
た
な
視
点
で
魅
力
発
信
を

天
蚕
糸
の
魅
力
を
、日
本
、そ
し
て
海
外

の
人
た
ち
に
も
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、市

や
観
光
協
会
、商
工
会
な
ど
で
組
織
す
る

安
曇
野
市
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会

で
は
、本
年
８
月
か
ら
服
飾
系
専
門
学
校

の
学
生
た
ち
と
協
力
し
、
新
商
品
の
開
発

温
故
知
新
の
発
想
が
紡
ぐ
糸
口

交
流
体
験
を
経
て
自
身
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
商
品
の
方
向
性
を
つ
か
ん
だ
学
生

た
ち
は
８
月
23
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を

行
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
交
流
体
験
で
学
ん

だ
こ
と
を
復
習
し
、
グ
ル
ー
プ
分
け
を
行

っ
た
後
、
提
案
す
る
テ
ー
マ
が
話
し
合
わ

れ
、
商
品
開
発
に
向
け
て
課
題
を
整
理
し

ま
し
た
。
会
議
は
来
年
２
月
ま
で
に
13
回

行
う
予
定
で
、
学
生
た
ち
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト

設
定
や
市
場
調
査
、製
造
コ
ス
ト
、製
造・

販
売
方
法
な
ど
の
話
し
合
い
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

現
在
は
ブ
ラ
ン
ド
名
や
コ
ン
セ
プ
ト
が

決
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
考
案
し
た
デ
ザ
イ
ン

が
入
っ
た
企
画
書
を
作
成
し
て
い
る
段
階

で
す
。
提
案
の
中
に
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
職
業
に
就
く
30
代
女

性
に
設
定
し
、「
生
活
の
ど
の
よ
う
な
シ

ー
ン
で
も
着
こ
な
せ
、
洗
練
さ
れ
た
女
性

ら
し
さ
を
表
現
で
き
る
よ
う
な
洋
服
に
天

蚕
糸
の
活
用
を
考
え
て
い
る
」
ま
た
、「
海

外
向
け
の
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
と
着
物
を
マ
ッ

チ
ン
グ
さ
せ
た
商
品
提
案
を
進
め
た
い
」

な
ど
の
プ
ラ
ン
が
挙
が
り
、
学
生
自
ら
が

体
験
し
得
た
感
性
を
、
柔
軟
な
発
想
で
商

品
に
落
と
し
込
ん
で
い
ま
す
。

３
月
に
は
審
査
会
が
行
わ
れ
、
優
れ
た

提
案
は
商
品
化
が
検
討
さ
れ
ま
す
。
今
後

の
動
向
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
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」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
東
京
都
・

大
阪
府
・
福
岡
県
か
ら
集
ま
っ
た
ア
パ
レ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
専
攻
す
る
学
生
10
人
が
２

人
１
組
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
天
蚕
の
魅
力
や
課
題
を
踏
ま
え
た
上

で
、
商
品
提
案
か
ら
試
作
品
の
作
成
ま
で

を
目
指
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
企
画
造

成
を
行
い
ま
す
。

夢
に
向
か
っ
て  

学
生
た
ち
の
挑
戦

８
月
３
日
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初

回
と
な
る
交
流
体
験
が
３
泊
４
日
の
日
程

で
行
わ
れ
、
学
生
と
天
蚕
振
興
会
、
市
職

員
が
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

自
己
紹
介
で
参
加
動
機
を
聞
か
れ
た
学

生
た
ち
か
ら
は
、「
生
地
に
興
味
が
あ
る
。

天
蚕
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を

立
ち
上
げ
た
い
」、「
学
生
の
う
ち
か
ら
ビ

ジ
ネ
ス
に
携
わ
れ
る
絶
好
の
機
会
。
地
域

素
材
を
ア
パ
レ
ル
に
活
用
し
て
産
業
を
盛

り
上
げ
た
い
」
な
ど
、
地
域
資
源
の
活
用

と
自
身
の
夢
へ
の
挑
戦
に
意
欲
を
燃
や
し

て
い
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
天
蚕
の
特
徴
や
課
題
、

歴
史
な
ど
を
学
ん
だ
り
、
市
天
蚕
セ
ン

タ
ー
の
飼
育
林
で
繭
の
収
穫
体
験
や
糸
が

で
き
る
ま
で
の
工
程
を
見
学
し
た
り
し

て
、
商
品
開
発
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ

ま
し
た
。

伝
統
と
ア
イ
デ
ア
が
紡
ぐ
革
新

穂
高
天て

ん

さ

ん

し

蚕
糸

天
蚕
産
業
発
祥
の
地 
安
曇
野
。
穂
高
有
明
地
区
で
は
、
２
０
０
年
以
上
前
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
た
天
蚕
産
業
の
伝
統
が
大
切
に
守
り
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
天
蚕
文

化
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

ヤママユガの幼虫

ヤママユガの繭から糸を採ります

採った糸を紡いだ天蚕糸

知ることで世界が変わる終わりではなく始まり伝統を守る自身の使命　次世代へ寄せる期待

今回の安曇野での体験、天蚕について知ることができた

ことは自分にとってすごくプラスになることばかりでした。

蚕にも色んな種類がある中で、天蚕の魅力、良い所と悪

い所を知ることができました。知ることで見る世界が全く

変わりました。例えば、「ガ」を「チョウ」と同じような美

しさで見ることができるようになったことです。それは羽

化したのを見て、天蚕について学び、触ったことによるも

のだと強く感じました。この出来事、

経験、魅力を今度はデザインに落とし、

作品にすることで世の中に伝えなけれ

ばならないと思っています。

天蚕という素材を見たことも聞いたこともない状態で参加

しましたが、この３日間でたくさんのことを肌で感じながら

知ることができました。

生地を作ることがこんなに大変だと思わなかったし、天蚕

がこんなに綺麗だとも思わなかったです。

この研修は終わりではなく始まりなので、思い出で終わる

ことなく、今後の創作活動に活かし、安曇野の天蚕をたくさ

んの人に知っていただける、買って

いただける商品を開発できるよう

に頑張りたいです。

天蚕糸は、安曇野が誇る産業です。第２次世界大戦で一度は天蚕の飼育が途絶え

てしまいましたが、旧穂高町時代に再開され、現在も受け継がれた伝統が大切に守

り続けられています。

技術革新が進み生活様式が変わり、和服から洋服へと人々が着るものも変化し

ていったことで、天蚕糸の需要も減り、次第に伝統産業として扱われるようになり

ました。伝統産業は、誰かが一旦手を引いてしまえば消えてしまいます。私たちは、

この伝統を守らなければという使命感を持って活動しています。

今回のプロジェクトで、学生たちが天蚕糸を使ってどのようなビジネスプランを

提案してくるのか、非常に楽しみにしています。若い人ならではの柔軟なアイデア

で、穂高天蚕糸の知名度向上や産業の発展につながっていくことを期待しています。
安曇野市天蚕振興会

会長　田口 忠志さん

大阪文化服装学園２年　南 優海さん

香蘭ファッションデザイン専門学校２年

上村 英太郎さん


